
平成 27 年６月滋賀労働局健康安全課 

 

廃棄物処理業（一般＋産業）における安全衛生対策 

 

１ 過去 10 年間の労働災害の推移について 
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平成 24 年死亡災害 

保冷車窓拭き作業中、トラック

クレーンに激突され、挟まれ死

亡したもの 



２ 過去５年間の廃棄物業における労働災害の分析について 

 （１）事故の型別 

 

 

（２）起因物別 

 
 

挟まれ・巻込

まれ 

21% 

墜落・転落 

19% 

転倒 

12% 

無理な動作 

11% 

激突 

9% 

飛来・落下 

9% 

激突され 

8% 

切れ・こすれ 

5% 

その他 

6% 

動力運搬機 

34% 

荷 

13% 
建築物・構築物 

12% 

用具 

9% 

材料 

5% 

環境等 

4% 

建設用機械 

4% 

その他 

19% 

パッカー車、選別機械

等による挟まれ災害

が多発、重傷災害化 

パッカー車、選別機械

等の運転席、荷台から

の昇降時に発生 

災害の 1/3以上が

パッカー車、選別

機械等車両系で

発生 



 

 （３）年齢別 

 

 （４）災害程度別 
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50 歳以上で約 40％

発生している。 

50％以上が休業１ケ月

以上の重傷 



３ 労働災害防止対策について 

 （１）挟まれ・巻込まれ災害の防止について 

   ① パッカー車対策 

     ・昭和 62 年２月 13 日付け基発第 60 号 

      『機械式ゴミ収集車に係る安全管理要綱』 

     ・職長等による適切な作業指示 

 

   ② 選別機械、フォークリフト等対策 

     ・稼働領域への立入の禁止 

     ・作業計画の樹立と職長等作業指揮者の適切な作業指示 

 

 

 （２）墜落・転落災害の防止について 

   ① 基本的な足元確認の徹底 

 

   ② 急がない、急かさない、あわてない 

 

 

 （３）転倒災害の防止について 

   ① 整理・整頓による作業域、通路の確保 

 

   ② 雨天、回収物など足元確認の徹底 

     ・適切な履物の選定 

 

   ③ 転倒災害防止プロジェクト 2015 運動 

     ・全労働災害の内、転倒災害が 20％を超えている現状 

     ・厚生労働大臣による全国的な取組 

 

 

 （４）高齢者対策について 

   ① 避けてと通れない加齢現象 

 

   ② 労働者個々の能力に合った作業の選定 

 

   ③ 健康診断等に基づく目配り・気配り 


